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Media information 

 
フォルクスワーゲン グループ、未来のテクノロジーに 
対する投資を 730 億ユーロに増加 
  
• 新規 5 ヵ年計画の「プランニング ラウンド 69」は、今後 5 年間における電動化、 ハイブリッド  

パワートレイン、デジタル技術のための設備投資と研究開発投資を含む  
• 合計 1,500 億ユーロの総投資額に対する未来のテクノロジーへの投資割合は、前回の     

プランニング ラウンドの 40％から約 50％へと増加 
• デジタル化への投資も 2 倍の約 270 億ユーロに引き上げ 
 
2020 年 11 月 13 日、ウォルフスブルグ -  フォルクスワーゲン グループは、デジタルモビリティ企業

への変革を推進しています。グループは、プランニング ラウンド 69 において、今後 5 年間に、    

電動化、ハイブリッド パワートレイン、デジタル技術に約730億ユーロを投資することを決定しました。

この決定は、本日開催された監査役会の終了後に発表されました。未来のテクノロジーに対する  

設備投資と研究開発への投資額は、グループの総投資額である約 1,500億ユーロの 40％から 50％
へと引き上げられます。デジタル化への投資は、ソフトウェア開発能力の構築に力を入れていること

を反映して、2020 年代の半ばまでに、従来計画の 2 倍となる 270 億ユーロに増加します。電気   

自動車（EV）には、約 350 億ユーロが投資され、さらに、約 110 億ユーロが、既存モデルの      

ハイブリッド車の開発に割り当てられます。 
 
「取締役会および監査役会は本日、フォルクスワーゲン グループの投資計画の一環として、グループ

の将来的な成功を確保するための基盤を構築しました。グループおよび傘下ブランドの変革、さらに、

モビリティの中核領域に対し戦略的に焦点を当てることを徹底的に実施します。今後数年間に直面 

することが予想される大きな課題を考慮しても、私たちの財務基盤は非常に強固であると言えます」と、

フォルクスワーゲン グループ監査役会会長のハンス ディーター ペッチュは述べています。 
 
「フォルクスワーゲン グループは、早い段階から電気自動車の未来に対する道筋をつけてきました。

私たちは現在、電気自動車用のプラットフォームと、幅広い電気自動車のラインナップにより、この 

分野における世界的なリーダーとなっています。」と、フォルクスワーゲン グループ最高経営責任者

（CEO）のヘルベルト ディースは述べています。「今後数年間で、パーソナル化に対応し、持続可能で、

完全なコネクテッド機能を備えたクルマに対する人々のニーズを満たすため、車載ソフトウェアの面で

主導的な立場を得ることも極めて重要です。そのために、デジタル化に対する投資額を 2 倍に引き 

上げます。」 
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グループ従業員協議会会長のベルント オスターローは、次のようにコメントしています。「今回の   

投資は、変革、e-モビリティ、デジタル化に対し、私たちのグループが、計画通りに実行していることを

示すものです。今後数年間、私たちは攻勢に出るつもりです。しかし、この数百億ユーロの予算と同じ

くらい重要なことは、変革についての正しい理解と、信頼性の高い投資計画です。それを確保する  

ために、従業員、マネージャー、取締役会、そして政治のすべてによる取り組みが不可欠です。   

政治でいうと、ベルリン、ブリュッセル、そして、充電インフラや、高速インターネットといったトピックを

考えております。フォルクスワーゲンは、気候に優しく、高度にネットワーク化されたモビリティの   

実現に全力で取り組んでいます。しかし、そのためには、私たち、そして私たちのお客様に信頼できる

環境が必要です。」 
 
プランニング ラウンドは、世界経済が今後 5 年間で緩やかに成長するという予測に基づいています。

各市場において、この緩やかな成長には地域的な違いがあることも念頭に置いています。変革に必

要な財源を確保するため、生産性を 30％向上させて、管理費を削減します。さらに、フォルクス   

ワーゲン グループは、製品ポートフォリオの最適化に体系的に取り組んでいます。そのため、需要の

少ないモデル バリエーション、エンジンとトランスミッションの組み合わせや装備については、生産の

複雑性を軽減し、ポートフォリオの効率を高めるために合理化されます。中国の合弁会社は、    

グループの連結決算の対象外であり、自社のリソースから工場や製品へ投資するための資金を拠出

しているため、この計画からは除外されています。 
 
e-モビリティとハイブリッド テクノロジー 
 
フォルクスワーゲンは、パリ協定の遵守を表明した最初の自動車メーカーであり、2050 年までに CO2

ニュートラルな企業になることを目指しています。これから 10 年後の 2030 年までに、グループは、 

合計約 70の電気自動車を発売する予定です。そのうちの約 20のモデルは既に生産が開始されてお

り、さらに 50 車種が続く予定です。また、2020 年代末までに、合計約 60 のハイブリッド車の導入が

計画されており、そのうちの半分以上は既に生産されています。 
 
プランニング ラウンドでは、2030 年までに約 2,600 万台の電気自動車の生産を想定しています。  

これらの車両のうち約 1,900 万台は、モジュラー エレクトリック ドライブ ツールキット（MEB）をベース

にしており、残りの 700 万台のほとんどはハイパフォーマンスな EV プラットフォーム PPE を使用   

します。グループは、同時期に約 700 万台のハイブリッド車の生産も見込んでいます。 
 
非常に重要なトピックとしてデジタル化に焦点 
 
フォルクスワーゲンが将来的に成功を収めるためには、ソフトウェアが重要な役割を果たします。その

ため、デジタル化に対する投資額は、前回のプランニング ラウンドで設定された金額の 2倍となる、合

計約 270 億ユーロに引き上げられます。これには、今年の立ち上げに成功し、グループ ブランドの

車両用に標準化された OS を開発する組織「Car.Software」の費用が含まれます。その OS は、 ア
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ウディのアルテミスプロジェクトで、2024 年に最初に使用される予定です。これにより、ソフトウェアの

内製比率は、10％から 60％に高められます。さらに、デジタル化に割り当てられた資金の     大

部分は、人工知能、自動運転、重要なビジネスプロセスのデジタル化など、今後の発展に不可欠な分

野に投資されます。 
 
産業の中心地としてのドイツの変革を推進 
 
フォルクスワーゲンは、ドイツの拠点に投資することで、ドイツ最大の産業プレーヤーの 1 社として、  
ドイツ経済に大きな貢献を果たしています。その一方で、長期的な雇用を確保することで、より持続 

可能で、よりデジタルな未来への変革を推進し続けています。ザクセン州に続き、ニーダーザクセン 

州はドイツで 2 番目の e-モビリティの拠点となります。 
 
ニーダーザクセン州のザルツギッターにおいて、グループは、戦略的に重要なバッテリー技術に   

約 10 億ユーロを投資します。フォルクスワーゲンは、スウェーデンの合弁パートナーである Northvolt
（ノースボルト）と協力して、バッテリー セルの生産施設を建設し、2024 年に操業を開始して、工業国

としてのドイツの競争力を高めます。これは、2015 年に開始されたフォルクスワーゲン グループ    

コンポーネント部門の変革を成功させるための、さらに重要な要素でもあります。 
 
それぞれの拠点では、ブランド間の相乗効果をより一層活用して、さらなる効率向上を達成する   

ために、マルチブランド工場で製品ファミリーを統合する戦略を継続します。 
 
ウォルフスブルグでは、製品ポートフォリオに１モデルを追加します。この工場では、ヨーロッパ市場を

ターゲットとする新しい SUV モデルの生産が 2024 年から開始されます。この拠点では、既に     

すべての派生モデルを含むゴルフ ファミリーと、フォルクスワーゲン「Tiguan（ティグアン）」、セアト

「Tarraco（タラッコ）」が生産されています。 
 
将来的に、フォルクスワーゲン商用車は、ハノーバーの拠点で、電気自動車の「ID. BUZZ（アイディ.
バズ）」1と共に、他のグループ ブランド向けの 3つの電気自動車（D セグメント SUVモデル）を生産す

る予定です。このように、ハノーバーの拠点では、既に始まっている e-モビリティへの転換を、さらに加

速しています。 
 
エムデンにあるフォルクスワーゲン ブランドの工場でも、変革が急速に進んでいます。e-モビリティへ

シフトするための改装工事は順調に進み、この工場における 2 番目の電気自動車を生産する計画も

現在進行中です。ここでは、2023 年から「ID.4（アイディ.4）」2 に加えて、4 ドアの電気自動車である 

フォルクスワーゲン「Aero（エアロ）」1が生産される予定です。 
 
同時に、現在エムデンで生産されている「Passat（パサート）」は、2023年からスロバキアのブラチスラ

バで、シュコダ「SUPERB（シュパーブ）」ファミリーと共に生産され、ここでも車両ファミリーの相乗 効

果を活用します。「SUPERB」の生産をチェコのクヴァシニにある工場からブラチスラバに移す   こ
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とで、シュコダはブランドの成長計画を実行するために必要な生産能力を、チェコ共和国で確保するこ

とが可能になります。 
 
1) コンセプトカー 
2) ID.4:電力消費量：16.9～16.2 kWh/100km（複合モード）、CO2排出量：0 g/km、効率クラス：A+ 
 
英語版：  www.volkswagen-newsroom.com. 
 
 
 

  

About the Volkswagen Group: 

The Volkswagen Group, with its headquarters in Wolfsburg, is one of the world’s leading automobile manufacturers 

and the largest carmaker in Europe. The Group comprises twelve brands from seven European countries: 

Volkswagen Passenger Cars, Audi, SEAT, ŠKODA, Bentley, Bugatti, Lamborghini, Porsche, Ducati, Volkswagen Com-

mercial Vehicles, Scania and MAN. The passenger car portfolio ranges from small cars all the way to luxury-class ve-

hicles. Ducati offers motorcycles. In the light and heavy commercial vehicles sector, the products range from pick-

ups to buses and heavy trucks. Every weekday, 671.205 employees around the globe produce on average 44,567 

vehicles, are involved in vehicle-related services or work in other areas of business. The Volkswagen Group sells its 

vehicles in 153 countries. 

 
In 2019, the total number of vehicles delivered to customers by the Group globally was 10.97 million (2018: 10.83 

million). The passenger car global market share was 12.9 percent. Group sales revenue in 2019 totalled EUR 252.6 

billion (2018: EUR 236 billion). Earnings after tax in the fiscal year now ended amounted to EUR 14.0 billion (2018: 

EUR 12.2 billion). 
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